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ローコード開発プラットフォームOutSytemsとは
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・手動
・手間がかかる

・時間とコストがかかる

・変更・修正が難しい

・「職人」の手作業によりブラックボックス化

従来のソフトウェア開発の課題

The #1 Low-Code Platform for 
Digital Transformation

新しい時代を創るのは老人ではない

最新のGartnerマジッククアドラントレポートで「リーダー」として選出されました
Magic Quadrant for Low-Code Application Platforms → LEADER
Magic Quadrant for Multiexperience Development Platforms → LEADER

ローコードとはソフトウェア開発の自動化

ビジュアル

高速

簡単に学習可能

幅広いシステムと連携

開発時間を短縮

コスト削減
イメージ図

OutSystemsのローコード開発プラットフォームで、
洗練されたWebとモバイルアプリケーションを
6～10倍のスピードで開発可能
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OutSystems会社概要
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本社
• ポルトガル（リスボン）
• 米国（アトランタ）
• 1,200 名の従業員

製品開発およびR&D 
(ポルトガル)

65%の成長率

1,200社超の顧客企業

2001年 ポルトガル リスボンで創業

19年の歴史と実績を持つ ローコード開発分野のリーダー企業

OutSystemsジャパン株式会社
設立：2017年1月
所在地：アークヒルズサウスタワー9F
社員数：30名
販売パートナー：4社

※ 記載の数値は2019年2月現在

245+
Global Partners

205K+
Community 
Members

61
Countries

22
Industries

日本国内でもすでに約120社超の企業様

がOutSystemsをご利用いただいています
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OutSystems 原点となったVision
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OutSystems 原点となったVision

• OutSystemsは、ソフトウェア開発を根底から覆すというビジョンのもと、2001年に設立されました。
OutSystemsの創始者は、ソフトウェアプロジェクトはまず失敗に終わるということを経験的に知っていた熟練のIT
プロフェッショナルです。プロジェクトは期日に間に合わないか、そうでなければ予算オーバーになっていました。

• 当時、ほとんどの企業ではウォーターフォール型の開発を行っていました。現在でも一部の企業で行われている
ウォーターフォール型プロジェクトの場合、初期の分析および設計段階ではあまりコストはかかりません。この開発
型では、後の段階になるほど変更に費用がかかります。そのため、1回で成功できるよう、アプリケーションに必要
なすべての事柄の計画に膨大な時間が費やされます。

• 問題は、アプリケーションや計画の要件をすべて把握してあらゆる不測の事態に備えるということが現実的ではない
ということです。そのため、結局1回ではうまくいかず、ソフトウェアの変更が必要になります。アプリケーション
の変更を重ねるほど、複雑さは増していきます。複雑さは経費をかさませ、 ライフサイクルのずっと先で行われる管
理や更新をさらに困難にします。最終的には、アプリケーションを更新するよりリプレースしたほうが安くて時間も
かからないという段階にまで達してしまうのです。

• OutSystemsのビジョンは、「最初からソフトウェアを一度で完璧にしようとするのではなく、変更を低コストで迅
速に、アプリケーションのサイズに関係なく行えるようにすればどうか」という疑問から 生まれました。そして変更
をつぶさに見つめる中で、ライフサイクルのどの時点でも迅速に、安定して、安価に変更を行えるOutSystemsプ
ラットフォームを作り上げたのです。
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The Forrester Wave™:

モバイルローコード開発プラットフォーム、2017年Q1
The Forrester Wave™:

ローコード開発プラットフォーム、2017年Q4

OutSystems –ローコード開発のリーダー企業

Forrester社: 「ローコード開発プラットフォーム」 2部門のリーダーとして評価



Ⓒ2020 aŭtomatigo Inc.

グローバル1200社、日本国内120社以上のご利用実績

（以下はロゴ掲載許可を頂いた一部のお客様のみを記載）

OutSystems導入事例
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• OutSystemsを使い始めた

• プロジェクトチームは、

• 従来の開発チームと比べて3.5倍
以上の生産性を上げています

• OutSystemsに習熟したチームは、
従来の開発と比べて平均で6倍の
生産性を上げています

最低のパフォーマンスと想定しても
4倍増

OutSystems導入による生産性向上効果（平均値）
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医療スタッフ支払管理
システム

基幹システム
リプレースメント

21ヵ月

19ヵ月

1リーダー + 4 開発者

1リーダー + 2 開発者

2リーダー + 26 開発者

1リーダー + 13 開発者

従来の開発手法

Microsoft .NET

13.5ヵ月5.5ヵ月OutSystems

7ヵ月 14ヵ月OutSystems

2

14

OutSystems開発の生産性向上効果
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BPI Digital Channels 
オンライン バンキング システム
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顧客向けポータル
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管理ダッシュボード
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リソース・スケジュール管理
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イベント管理
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高いスケーラビリティとセキュリティの実績

港湾タンク施設のリアルタイム監視・トレード

• 28カ国・78 ターミナル

• 総ストレージ: 33,500,000ｍ３

• 新ストレージ (by 2019): +6,200,000ｍ３

高いセキュリティを保持
• 200以上の金融機関
• 各国の防衛機関
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ローコード開発プラットフォームOutSystemsとは？
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ローコードプラットフォームは...

• ソフトウェア開発の自動化
• ビジュアルでの高速開発
• 変更が容易
• スキル関係なく簡単に学べる

従来のハンドコーディングは…

• コストが高い
• 時間がかかる
• 変更が難しい
• エンジニアのスキルに依存
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ローコード開発プラットフォームOutSytemsとは
開発から運用までの全ライフサイクルをカバー

デザイン 開発 導入 分析 運用テスト

外部システムと容易に連携

アプリ運用状況分析

アプリケーション運用状況を分析
• アプリケーション毎のアクセス数や処

理時間を分析、ドリルダウン
• 問題が発生しそうな画面や処理を

早期に発見して、対処可能

フィードバック機能
• 利用者は、タブレット、スマートフォン、

デスクトップを使用して開発チームに
フィードバックを提供し、要件を正確に
伝えることができます。開発チームは、
問題の画面に直接ジャンプして変更を
実施できます。

容易で確実なステージングと依存性分析
• 環境間のアプリケーションリリース時は、影響分析

が実行され、他のアプリケーションに影響を与えるこ
となくリリース可能かどうかが検証されます

• 問題がある場合、バージョン不整合の問題を自動
的に解決し、ワンクリックでアプリケーション移送可
能なパッケージを生成します。

リアルタイムの影響分析
• 変更内容をリアルタイムに検知し、不具

合箇所をプラットフォームが指摘。修正が
完了するまでサーバへのデプロイを防止。

• セキュリティ脆弱性の原因となるような設
定に対して、アラート・対処策を提案。

外部システムと容易に連携
• 外部API、Webサービス、ファイル等の

連携はコネクタの配置のみで対応
可能

リアルタイム検証により
不具合を察知

ステージング＆依存性分析、
バージョン管理
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スマホ対応、
モバイルUX

クロスチャネルの
機能とUXを

検証

既存機能に
影響を与えずに

修正

高速なテスト、
迅速なフィード
バックと修正

ビジネスAPI、

マイクロサービス

ルール、プロセ

ス、イベントの

実装と統合

モバイル
/MDM
への配信,
更新通知

継続的デプロイ

継続的インテ
グレーション

継続的デプロイ

利用状況、
満足度、

アクセス頻度、
品質の

モニタリング

運用状況、
パフォーマンス、

品質の
モニタリング

ポートフォリオ
管理

権限管理

API管理

バージョン付与
ポリシー

アプリケーション
・サービス運用

クロスチャネル、
デスクトップUX

要件定義

高速な
プロトタイピング

利用者からの
フィードバック

設計 開発 テスト 導入 分析 管理

開発者 運用者 利用者

データセンター
オンプレミス

OutSystems
PaaSクラウド

プライベート
クラウド

OutSystems
マーケットプレース

連携
コネクター

ID連携・
SSO

ストレージ コラボレー
ション

位置情報 メッセージ
サービス

ソーシャル

外部サービス
連携・

コネクターの
利用

継続的
インテグレーション

継続的デリバリー

DevOps関連機能をオールインワンで提供

ローコード開発プラットフォームOutSytemsとは
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OutSystemsの適用範囲

18

バックエンド・基幹システム

モバイルアプリ Webアプリ & ポータル

顧客向け
アプリ

セールス
系アプリ

業務支援
アプリ

B2C
アプリ

B2B
アプリ

CRM
ERP

社内
業務

アプリ

データ ロジック UIプロセス

開発 +....
・データ
・ロジック
・UI
・プロセス・タイマー
・セキュリティ
・ワンクリックデプロイ
・環境コンフィグレーション
・インパクト分析
・ユーザー管理
・エラーロギング
・モニタリング
・パフォーマンス分析
…
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OutSystemsが解決する課題
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開発

手作業のコーディングは
複雑でミスが起こり易く
不具合の原因になる

システム間の
統合は複雑で
リスクが高い

運用

アプリケーション
を本番環境に

配備する
プロセスが複雑

利用状況を確認し、
継続的に改善する
ための手段がない

保守

プログラムの
依存関係により

変更には
リスクが生じる

非機能要件
（性能、セキュリティ、

拡張性の考慮が
不十分

開発

アプリケーション
の自動生成

により生産効率を高める

周辺システムとの連携が
容易

運用

アプリケーション
の配備を
省力化

運用状況の
チェック機能を

標準で組み込み

【円滑なシステム開発を妨げる要因】

保守

変更による
影響を自動的に
分析して対策

性能・セキュ
リティを考慮した
アプリケーションを

自動生成

【OutSystemsのアプローチ】
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